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弥
生･

三
月
に
な
り
、
寒
さ
も
一
段
落
を
し
春
を
迎
へ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
▼
古
来
よ
り

｢

一
月
は
い
ぬ
、
二

月
に
げ
る
、
三
月
は
さ
る｣

と
言
い
伝
え
て
い
る
よ
う
に

正
月
を
迎
え
る
と
、
ア
ッ
と
謂
う
間
に
四
月
を
迎
え
ま
す

▼
今
月
は
新
年
度
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
月
で
あ
り
新
入

職
員
を
迎
え
入
れ
、
又
新
総
代
が
決
定
し
、
例
年
よ
り
更

に
前
進
す
べ
く
お
力
添
え
を
頂
い
て
い
ま
す
▼
自
然
科
学

が
進
歩
し
、
今
ま
で
安
全
と
言
わ
れ
て
い
た
事
が
一
挙
に

崩
れ
落
ち
る
事
が
多
く
有
り
ま
す
が
、
皆
様
が
力
を
合
わ

せ
協
力
し
て
前
に
進
み
出
し
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い

か
と
存
じ
ま
す
。

御
成
敗
式
目
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

一
昨
年
の
東
北
地
方
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
地
震
は
大

き
な
問
題
を
提
起
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
前
進
す
る
事

二
年
余
り
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
神
社
で
は

引
き
続
き
復
興
に
協
力
す
べ
く
社
頭
で
参
拝
者
に
も
募
金

の
協
賛
の
お
願
い
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
祈
祷
を

お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
多
く
の
方
々
が
協
賛
し
て
頂
い

て
い
る
姿
に
は
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
▼
神
社
に

ご
参
拝
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
自
分
の
事
は
勿
論
で
し
ょ

う
が
他
の
物
事
に
も
目
を
向
け
て
一
心
に
お
祈
り
を
捧
げ

て
お
い
で
に
な
る
こ
と
を
感
じ
取
る
事
が
出
来
ま
す
▼
自

分
の
事
の
み
に
考
え
が
ち
で
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
と
の
利
己
主
義
的
な
考
え
方
を
大
い
に
反

省
し
、
神
の
威
を
増
す
た
め
に
は
人
は
何
を
す
べ
き
か
を

深
く
考
え
て
行
動
に
移
す
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(

白
岩
修
治)
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初
代
天
皇
と
し
て
御
即
位
な
ら

れ
、
建
国
さ
れ
た
大
業
を
奉
祝

し
、
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と

受
け
継
が
れ
る
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
の
安
泰
・
繁
栄
が
祈
念
さ

れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
は
、
参
集
殿
に

お
い
て
奉
祝
式
典
が
開
催
さ
れ

橿
原
神
宮
遥
拝
に
続
き
、
国
歌

｢

君
が
代｣
斉
唱
、
奉
祝
歌

｢

紀
元
節｣
奉
唱
、
聖
寿
万
歳

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
引
き
続
き
、
当
神
社
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
た
方
々

を
表
彰
す
る
顕
彰
式
が
行
わ
れ

宮
司
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

皇
紀
二
六
七
三
年
二
月
十
一

日
、
紀
元
祭
が
責
任
役
員
・
氏

子
総
代
他
多
く
の
皆
様
の
ご
参

.
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�
列
を
頂
き
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

神
武
天
皇
が
大
和
の
国
橿
原
の

宮
に
て
八
紘
一
宇
の
理
念
の
下
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農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
祈

願
す
る
祈
年
祭
が
、
二
月
十
七

日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

祈
年
祭
は
�
と
し
ご
い
の
ま

つ
り
�
と
も
云
わ
れ
、
こ
の
年

の
五
穀
豊
穣
と
皇
室
国
家
の
安

泰
を
祈
る
祭
典
で
、
伊
勢
の
神

宮
を
始
め
全
国
の
神
社
で
執
り

行
わ
れ
る
重
要
な
祭
典
で
す

当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
、
社

人
小
菅
隆
志
氏
と
神
職
に
よ
り

特
殊
神
事
で
あ
る
田
打
舞
神
事

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
神
事
は
、
一
年
間
の
農

作
業
を
鎌
や
鍬
を
使
い
、
謡
や

太
鼓
・
笛
の
囃
子
に
合
わ
せ
舞

踊
る
神
事
で
、
最
後
に
社
人
が

祈
願
詞
を
奏
上
し
、
本
年
の
豊

作
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。
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当
神
社
の
神
主
・
社
僧
と
し

て
明
治
の
初
め
頃
に
、
神
勤
さ

れ
た
方
々
を
、
神
式
と
仏
式
に

て
行
う
合
同
慰
霊
祭
が
、
神
社

隣
り
の
興
全
寺
に
あ
る
墓
前
に

て
行
な
わ
れ
ま
す
。
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宮
山
地
区
の
家
庭
で
、
神
式

に
よ
り
先
祖
祭
祀
を
し
て
い
る

家
々
で
組
織
さ
れ
た｢

御
祖
講｣

の
春
季
霊
祭
と
、
新
た
な
御
霊

を
合
わ
せ
ま
つ
る
合
祀
祭
が

講
員
多
数
参
列
の
も
と
行
な
わ

れ
ま
す
。
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新
年
度
を
迎
え
る
に
当
り

宮
山
地
区
の
神
社
総
代
を
始
め

自
治
会
長
・
町
内
会
長
・
生
産

組
合
長
な
ど
の
各
役
員
が
参
列

し
、
新
旧
役
員
の
交
替
を
御
神

前
に
ご
奉
告
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
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▲ 社人による祈願詞奏上
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横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

入
澤
一
三

金
子

昭

皆
川
欽
一

大
門

㈱
湊

大
黒
屋

㈱
青
葉

㈱
阿
部

㈱
市
川

長
嶋
園

福
岡
園

豊
月
堂

諸
江
屋

㈱
結
商
会

竹
見
商
店

露
木
生
花

戸
塚
米
店

根
岸
農
園

原
繁
酒
店

㈲
俵
田
屋

横
山
茂
樹

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
関
東
小
池

㈱
北
岡
本
店

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

熊
澤
酒
造
㈱

㈲
さ
が
み
や

�
橋
竹
材
店

さ
と
う
薬
品

㈲
寒
川
建
材

㈱
サ
ン
ユ
ー

そ
ば
処
佐
賀

㈲
田
中
写
真

中
島
鉄
工
所

㈲
丸
井
紙
店

百
崎
製
菓
㈱

㈲
青
木
商
事

鈴
信
運
送
㈱

松
井
建
設
㈱

青
山
大
寿
司

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
喜
久
屋
酒
店

さ
が
み
や
菓
舗

寒
川
町
商
工
会

三
昭
グ
ル
ー
プ

㈱
テ
ッ
ク
企
画

㈲
並
木
工
務
店

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

㈱
金
子
建
材
土
木

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
古
山
看
板
塗
装

㈲
ほ
り
む
ら
薬
局

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

㈲
大
島
寅
次
郎
商
店

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

長
嶋
福
だ
る
ま
物
産

平

成�
�

�

二
十
五
年

�
�

�
�

�
	



(

敬
称
略

順
不
同)

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

㈱
イ
ソ
ダ
瀬
谷
営
業
所

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

原
田
総
合
保
険
事
務
所

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

海
苔
で
健
康
推
進
委
員
会
関
東

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

東
映
無
線
㈱

東
映
通
信
工
業
㈱
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立
春
の
前
日
で
あ
る
二
月
三

日
、
そ
の
年
の
邪
気
災
厄
を
は

ら
う
節
分
祭
が
賑
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
約
二
五
〇
名
の
年
男

年
女
の
皆
様
が
、
拝
殿
に
て
追

儺
板
を
打
鳴
ら
す
と
、
そ
の
音

は
境
内
に
響
き
亘
り
、
続
く

｢

福
は
内
！
鬼
は
外
！｣

の
威

勢
良
い
掛
け
声
と
共
に
撒
か
れ

た
福
豆
に
よ
り
、
邪
気
が
追
い

は
ら
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
庭
に
設
け
ら
れ

た
櫓
上
か
ら
福
豆
が
撒
か
れ
る

と
、
今
年
の
福
を
招
き
入
れ
よ

う
と
詰
め
掛
け
た
約
四
千
五
百

人
の
参
拝
者
よ
り
大
き
な
歓
声

が
沸
き
お
こ
り
ま
し
た
。
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今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

子
供
達
の
作
品
を
展
示
し
、
健

や
か
な
成
長
を
祈
る
図
画
展
を

開
催
致
し
ま
す
。

子
供
達
が
描
く
個
性
豊
か
な

作
品
を
ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
下

さ
い
。

�

�
�

�

四
月
一
日(

月)

〜
十
日(

水)

�

�
�

�

寒
川
神
社
回
廊

�

�
�

�

寒
川
さ
く
ら
幼
稚
園

倉
見
幼
稚
園

一
之
宮
相
和
幼
稚
園

毎
月
一
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
月
次

祭
に
ご
参
列
さ
れ
て
い
る
方
々
の
ご

縁
を
よ
り
深
め
て
頂
こ
う
と
、
本
年

最
初
の
月
次
祭
の
日
で
あ
る
二
月
一

日
に
、
朝
粥
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た

当
日
参
加
さ
れ
た
崇
敬
者
は
祭
典

終
了
後
、
普
段
神
職
が
食
事
を
摂
る

際
唱
え
る
食
前
・
食
後
感
謝
の
和
歌

を
全
員
で
謡
い
、
一
月
二
日
に
斎
行

さ
れ
る
追
儺
祭
の
直
会
に
て
振
舞
わ

れ
る
、
地
元
特
産
の
高
座
豚
を
使
用

し
た

｢

豚
ぞ
う
す
い｣

を
食
べ
な
が

ら
親
交
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

㈱
楽
分
目
美
エ
ナ
ジ
ー
円

藤
沢
市
湘
南
台

〃

㈱
紅
ヤ
不
動
産

千
葉
県
千
葉
市

二
万
円

㈲
関
洋
電
気
工
事

埼
玉
県
朝
霞
市

一
万
円

石
川

俊
雄

埼
玉
県
狭
山
市

＜

お
詫
び＞

平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
阿
野
和
隆
様
の

阿
を
河
と
誤
っ
て
記
載
致
し
ま
し
た
。

失
礼
を
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
左
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。十

万
円

阿
野

和
隆

横
浜
市
中
区
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秩
父
神
社
権
禰
宜

中
西

正
史

橿
原
神
宮
権
禰
宜

小
野

俊
之

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

神

社

本

庁

�
�
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�

武
田

勉

寒
川
神
社
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

�

�
�


�

�

看
護
師

水
村

礼
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

看
護
師

古
川

礼
子

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

西
村

ユ
ミ

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

�
�

�

�

�
�


�

�

医

師

八
十
田
貴
久

看
護
師

湯
山

洋
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�
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二
月
十
六
日
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
で
は

｢

二
〇
一
三
ワ
ー
ル

ド
シ
ン
キ
ン
グ
デ
ィ｣

の
発
表

を
し
ま
し
た
。

今
年
は
テ
ー
マ
が
二
つ
あ
り

｢

一
緒
に
な
ら
子
ど
も
た
ち
の

命
を
救
え
る｣

｢

す
べ
て
の
母

親
の
命
と
健
康
は
尊
い｣

で
し
た

各
部
門
で
集
会
を
重
ね
、
勉

強
し
意
見
を
出
し
合
い
、
こ
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。

将
来
母
に
な
る
事
を
前
提
に

小
さ
な
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
か
ら
お
姉

さ
ん
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
ま
で
十
三

名
の
ス
カ
ウ
ト
が
、
今
を
み
つ

め
未
来
に
夢
が
持
て
る
発
表
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

｢
オ
レ
ブ
・
Ｂ
・
Ｐ
か
ら
の

手
紙｣

や｢
ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー｣

に
つ
い
て
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
お

話
や
ゲ
ー
ム
で
良
く
知
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

最
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
、
ス
コ
ー
ン
と
紅
茶
で

英
国
式
…
ス
カ
ウ
ト
の
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
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寒
川
神
社
参
集
殿
料
理
部
門

の
総
料
理
長
で
あ
る
佐
藤
洋
氏

に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
度

公
衆
衛
生
に
関
わ
る
職
種
、
調

理
師
部
門
に
お
い
て
、
神
奈
川

県
知
事
賞
を
受
彰
致
し
ま
し
た

今
後
、
益
々
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

��
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開
館
四
年
目
を
迎
え
、
方
徳
資
料
館
で
は
新
た
に
映
像
資
料
展
示

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
を
も
と
に
、
寒

川
神
社
周
辺
の
古
環
境
を
復
元
・
映
像
化
し
、
古
代
の
人
々
が
自
然

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
信
仰
を
見
出
し
て
い
た
の
か

方
位
信
仰
の
根
源
を
探
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

ま
た
同
映
像
展
示
に
お
い
て
は
、
寒
川
神
社
の
祭
事
記
録
と
い
っ

た
貴
重
な
映
像
資
料
も
併
せ
て
上
映
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
資
料
館
映
像
機
材
一
式
は
㈱
神
奈
川
中
宣
様
よ
り
ご
奉
納
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
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�
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 � ３月28日(木)
午後２時～３時


�
 寒川神社 参集殿

	 � ��������

����

� � 薬剤師

福 富 大 樹

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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平
成
25
年
に
な
り
早
く
も
２

か
月
を
経
過
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。立

春
の
頃
と
な
り
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
は
続
い
て
お

り
ま
す
。
２
月
の
は
じ
め
に
は

参
道
の
紅
梅
が
咲
い
て
い
る
の

を
見
か
け
、
寒
い
中
に
も
春
を

待
ち
わ
び
準
備
を
始
め
て
い
る

の
か
な
と
感
じ
な
が
ら
通
り
ま

し
た
。
外
回
り
を
し
て
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
も
春
は
待
ち
遠

し
い
季
節
で
す
。

今
回
は
、
さ
む
か
わ
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
お
便
り

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

当
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
平
成
11
年
県
か
ら
の
指
定
を

頂
き
介
護
保
険
の
施
行
開
始
と

期
を
同
じ
く
し
て
訪
問
看
護
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

『

心
あ
た
た
か
く
療
養
生
活
の

お
て
つ
だ
い
を』

を
モ
ッ
ト
ー

に
現
在
看
護
師
が
私
を
含
め
５

名
、
理
学
療
法
士
１
名
、
事
務

１
名
で
構
成
し
て
お
り
ま
す

介
護
保
険
開
始
後
13
年
経
過
し

た
現
在
で
も
耳
慣
れ
な
い
方
や

介
護
と
看
護
の
違
い
が
わ
か
ら

な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
い
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
お
り
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
し
か
る
べ
き
窓
口
や
担
当

に
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。訪

問
看
護
に
つ
い
て
少
し
説

明
を
い
た
し
ま
す
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
大

き
く
訪
問
系
、
通
所
系
に
分
か

れ
ま
す
。
通
所
系
は(

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
リ
ハ

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す)

訪
問
系
に
は
自

宅
に
伺
っ
て
行
う
も
の

(

訪
問

介
護
、
訪
問
入
浴
な
ど)

へ
ル

パ
ー
さ
ん
に
よ
る
介
護
支
援

(

食
事
の
支
度
や
掃
除
、
お
む

つ
の
交
換
や
お
風
呂
の
お
手
伝

い)

や
お
ひ
と
り
で
は
通
院
が

困
難
な
方
を
お
連
れ
す
る
受
診

介
助
等
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
看
護
は
入
院
中
に
病
院

で
行
っ
て
い
る
よ
う
な
処
置
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、(

中

心
静
脈
栄
養
、
胃
瘻
や
経
管
栄

養
の
管
理
、
在
宅
酸
素
療
法
を

受
け
て
い
る
方
の
助
言
や
呼
吸

理
学
療
法
な
ど)

薬
の
管
理
が

お
ひ
と
り
で
は
困
難
な
方
に
変

わ
り
セ
ッ
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

ま
た
、
床
ず
れ
や
傷
が
あ
る

方
、
人
工
肛
門
な
ど
の
処
置
も

行
い
ま
す
。
ご
本
人
の
看
護
だ

け
で
な
く
介
護
を
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
私
た
ち
訪
問
看
護
師
の

仕
事
で
す
。
更
に
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
、
理
学
療

法
士
、
か
か
り
つ
け
医
や
医
療

機
関
と
連
携
を
図
り
皆
さ
ん
が

住
み
な
れ
た
地
域
や
ご
家
庭
で

そ
の
人
ら
し
く
療
養
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
適
切
な
判
断
に

基
づ
い
た
ケ
ア
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
け
が
を
持
つ

方
だ
け
で
は
な
く
障
害
が
あ
る

方
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。自

立
へ
の
援
助
を
促
し
、
療

養
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

利
用
す
る
公
的
保
険
の
種
類

に
よ
っ
て
基
本
利
用
料
の
割
合

が
異
な
り
ま
す
の
で
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
当
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
介
護
保
険
を
受
け
て

い
な
い
方
は
町
の
高
齢
介
護
課

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ご
利
用
、
お
問
い
合

わ
せ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

寒
川
病
院
で
は
２
月
か
ら
医

師
が
ご
自
宅
に
伺
っ
て
診
療
を

行
う
訪
問
診
療
を
始
め
ま
し
た

利
用
ご
希
望
の
方
は
寒
川
病
院

医
療
連
携
室
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
小
沼
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
ご
依
頼
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
皆
さ
ま
お
体
ご
自
愛
下

さ
い
ま
せ
。

��������	
��
訪問看護は医療保険､ 介護保険のどちらでサービスを受ける場
合もかかりつけ医の指示書が必要となります｡

�������������	��
赤ちゃんからお年寄りまで年齢に関りなく訪問看護がご利用い
ただけます｡ ご利用を希望する際には､ かかりつけ医にご相談く
ださい｡ 訪問看護ステーションでは､ かかりつけ医が交付した
｢訪問看護指示書｣ に基づき､ 必要なサービスを提供します｡


�������������	�� (要支援､ 要介護認定が前提です)

｢要支援１～２｣ または ｢要介護１～５｣ に該当した方は､ ケ
アマネージャーに相談し､ 居宅サービス計画に訪問看護を組み入
れてもらいます｡

�������� ������
訪問看護の利用について相談

����� !"#$
訪問 指示書

�������� %&'(!)*!

訪問看護の利用について相談

����� !"#$ ������
指示書

依頼訪問
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さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
者

池
田

志
美
子
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春
分
の
日
、
御
祖
神
社
に
鎮
る
御

霊
を
お
慰
め
し
、
退
下
す
る
祭
員

ぼ
た
餅
。
普
段
米
が
食
べ
ら
れ
な

い
庶
民
が
ボ
タ
米

(

屑
米)

を
集

め
て
餅
を
作
り
、
彼
岸
に
神
仏
に

供
え
た
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

食
生
活
豊
か
な
現
代
に
、
感
謝
と

自
省
を
促
す
食
品
の
一
つ
で
あ
る

(

尚)

野
あ
ざ
み
が
芒
の
陰
で
ひ
っ
そ
り
と
過
ぎ
行
く
秋
の
風
に
ゆ
れ
お
り

川
島
惠
美
子

公
園
に
ど
ん
ぐ
り
拾
う
幼
子
は
両
手
に
�
る
を
吾
に
差
し
出
す

天
利

春
枝

卒
寿
吾
の
歩
け
る
こ
と
の
幸
せ
よ
庭
の
山
茶
花
冬
を
彩
る

三
留
と
く
子

見
上
げ
ゐ
る
滝
の
表
を
よ
ぎ
り
ゆ
く
蝶
の
残
せ
し
羽
の
紫

堀
江

照
子

｢

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
バ
ジ
ャ
マ
か
わ
い
い
ね｣

二
歳
の
男
の
曽
孫
褒
め
て
く
れ
た
り

宇
田
川
時
子

だ
い
こ
ん
と
手
作
り
コ
ン
ニ
ヤ
ク
コ
ト
コ
ト
と
味
が
し
み
こ
む
今
日
の
ご
馳
走

土
屋
ト
ミ
子

晩
秋
の
今
を
盛
り
と
山
も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
映
ゆ
る
く
れ
な
い

浜
田

寿
子

病
室
に
父
の
手
擦
す
る
に
涙
す
る

｢

父
さ
ん
の
涙
初
め
て
見
た
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